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【緒論】 

馬の放牧地における群れの社会構造につ

いての知見は、群れを管理する上からも、また

団体行動の特性を知るための基礎という点か

らも貴重な情報である。そのため、放牧地での

馬の行動発達については、さまざまな観察が

なされ、種々の行動における成長に伴う変化

については、サラブレッド 1,2）やポニー3,4)などに

おいて、哺乳行動、採食行動、飲水行動、グ

ルーミング、遊び、母子間距離、母馬の仔馬に

対する攻撃行動などに関する報告がなされて

いる。本研究においては、報告例のない木曽

馬の親子を用いて、仔馬の成長による種々の

社会行動の発達、それに伴った親子関係の変

化を調べた。 

 

【材料及び方法】 

本実験は、岐阜県高根村日和田高原の名

鉄木曽馬牧場で放牧飼育されている 5/5～

5/10 の間に出産した木曽馬雌馬 6 頭と仔馬 6

頭を用いた。雌馬の年齢は 4～10 歳で、平均

6.5 歳であった。それぞれの親子、野麦(10 歳)

とその仔 (牡、5/6 生), 鈴姫(4 歳)とその仔 

(牝、5/6 生), 若菜(9 歳)とその仔 (牝、5/13

生), 白菊(5 歳)とその仔 (牝、5/16 生), 黒百

合(5 歳)とその仔 (牝、5/10 生), 暁光(6 歳)と

その仔 (牝、5/5 生)であった。 

観察を行った牧場は、約 7ha の放牧場で開

放式の放牧形態をとり、1 日 3 回（午前 5 時と

午後 4 時；小屋内の飼葉桶内に濃厚飼料や乾

草、午前 10：30～11：00；小牧場内で 7～8 箇

所に分けて乾草）の給餌が行われた。観察は

生後 10 から 30 週齢までの間、午前 10 時から

午後 3 時まで 15 分毎間隔で観察を行い、2 週

間毎に観察を行った。 

観察項目は横臥回数の変化・休息回数の

変化・哺乳回数の変化・哺乳時の親子関係・

親子間距離の変化・仔馬同士の関係・移動時

の親子関係について記録した。 

記録方法は以下の通りである。 

･ 横臥：仔馬が、四肢を投げ出して横たわって

いる状態と、地面に座っている状態。 

・ 立位休息：立位の姿勢で後肢の左右どちら

か一方の蹄骨を持ち上げて、先端の一点の

みが地面に接地した状態。 

･ 哺乳回数：哺乳を開始から終了するまでを１

回とした。 

・ 哺乳時の合図：哺乳時に親と仔がどちらか
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ら合図するか。 

・ 親仔間距離：親子間の距離。 

・ 仔馬同士の関係：採食や休息時、各仔馬が

どの仔馬と行動を共にしているか。 

・ 移動時の親子間の合図：群れと共に移動す

る時、親と仔のどちらが先に合図するか。 

・ 採食：餌, 牧草, 樹皮などを食べている状

態で、飲水も含む。 

統計処理は平均値の差の検定を用いた。 

 

 

【結果】 

仔馬の成長に伴う休息回数の変化を図１に

示した。立位および横臥休息は、週齢と伴に

減少し、24 週齢あたりから少なくなる傾向が見

られた。 

一時間あたりの哺乳回数の変化を図 2 に示

した。哺乳回数も週齢と伴に減少し 24 週齢頃

から減少がみられた。 

哺乳時の親馬から仔馬への哺乳開始の合

図の割合を図３に示した。週齢と伴に親馬から

仔馬への哺乳開始の合図の割合は減少傾向

がみられた。これら哺乳開始の合図の主なも

のは、親馬がいななくか、親馬から仔馬に接近

する場合であった。仔馬からの合図は、仔馬

がいななくか、仔馬が親馬に接近するであっ

た。哺乳は給餌後と午後２‐３時に多く見られ

た。 

親子間の距離：親子間の距離を図４に示し

た。親子の距離とその所要時間を記録した。

生後 10 および 12 週齢までの親子間の距離は

5ｍ以内の割合が約 50％以上で、次第にその

割合は減少し、28 週齢以降は 10％以下であ

った。逆に 12 週齢以降、親子間の距離は 10

ｍ以上を占める割合が増加した。これらのこと

から親子間の距離は 24 週齢位まで 5 から 15

ｍ以内に占める割合が高かった。 

移動時の主導権：群れが採食や休息などで

移動するときの親子間の主導権は①親子で一

緒に移動 ②親馬が先に移動 ③仔馬が先に

移動 の3つに分けて観察した。その結果を図

5 に示した。移動時の親仔の合図は、仔馬が

生後１０週齢頃まで親馬から仔馬に合図を出

す場合が80％、仔馬が生後20週齢で約50%、

30 週齢で 12.5%と仔馬が移動時の主導権を握

るように変化が見られた。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1．仔馬の休息回数
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図2．一時間あたりの哺乳回数
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【考察】 

仔馬の社会行動は律動的に発現してくると

いわれている５）。仔馬の哺乳回数が規則正しく

なるにつれ、採食、食糞、グルーミングなどの

行動が徐々に加わり、親馬から離れた所に場

所に移動する傾向が見られた。Tyler６）は、ポ

ニーの観察から生後２ヶ月間は 70-80%が休息

であり、続く３ヶ月間は 15 分以下の休息で過ご

すと報告している。Boy and Duncan７）は仔馬

の休息は産後 15％が休息で、生後９ヶ月で

2.7％に減じ、横臥休息が 17.9％から 13.3%に

減少し、立位休息は 8.1％から 11.8%と増加し

たと報告している。木曽馬においても同様な傾

向が見られ、週齢が達につれて横臥休息が減

少し、立位休息が次第に増加した。Tyler６）が、

仔馬の採食が生後 1 週齢から始まり、4 ヶ月か

ら急速に増加すると報告していることと一致し

た。また、採食・探索行動の増加と休息行動の

減少とが関連していると思われた。  

Tyler６）は、ポニーの仔馬の観察で哺乳回数

は生後 1 週齢で 1 時間当たり 4 回、13-16 週

齢で 1 時間当たり 2 回、21-24 週齢で 1 回に

減じたと報告している。木曽仔馬においても同

様な傾向が見られた。哺乳行動のきっかけは、

①親馬がいななく ②親馬が仔馬に接近 ③

仔馬がいななく ④仔馬が親馬に接近するで

図4．哺乳時の親から仔への合図割合
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図3．仔馬の成長に伴う親仔間の距離と滞在時間の割合
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図5．移動時の親仔間の主導権の割合
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ある。これらの組合せによって哺乳行動が開

始された。 

Kusunose and Sawazaki１,2）は サラブレット

の仔馬同士は馬の群れの中で特定の個体と

行動を共にする場合が多く、はじめは遊び相

手はランダムに行われていたが、次第に遊び

相手の選択が始まり、20 週齢前後から同性の

特定の相手を選択して遊ぶようになったと報告

している。木曽馬の仔馬も採食行動など同性

同士で遊ぶ傾向が高く、雄の仔馬は単独行動

が多くみられた。 

Kusunose and Sawazaki２）は、サラブレットの

親子間距離の観察から仔馬の成長に伴い親

子間の距離が出産直後の密接な状態から

徐々に離れていったと報告している。著者らは

８）、木曽仔馬も同様に生後 1 ヶ月齢位まで親

馬と密接な行動をし、3 ヶ月頃から 6 ヶ月にか

けて少しずつ親馬から離れ所に位置すること

を報告していること一致した。移動時の主導権

は、仔馬が成長するにつれて、仔馬が単独行

動をとる機会が増え、結果的に仔馬が先導し

て移動する割合が増加し、親子でそろって移

動する割合が減少する傾向が見られた。 

 仔馬の社会行動は哺乳回数の減少と伴に少

しずつ現れ、休息行動、採食行動、探索行動

に変化が現れた。24 週齢頃から仔馬探索の

行動が盛んになり、親馬から 30ｍ近く離れ、28

週齢以降仔馬の単独行動が活発化するのが

観察された。 

 

 

 

 

 

 

 

【まとめ】 

開放式の放牧場で飼育されている木曽馬 6

頭の仔馬の社会行動の発達を生後 10 週齢か

ら 30 週齢まで休息行動、哺乳行動、親子間の

距離、移動時の主導権などの観察を行った。

その結果、哺乳回数が少なくなる 24 週齢頃か

ら仔馬の探索行動が盛んになり、親馬から離

れ、28 週齢以降仔馬の単独行動が活発化し、

仔馬同士の行動が多くなり、親子間の距離も

30ｍをこえる傾向が見られた。仔馬の社会行

動は哺乳回数の減少と伴に社会行動が盛ん

になることが観察された。 

 

【引用文献】 

1．Kusunose R. Sawazaki H. Jpn．J. Zoo 

Tech. Sci. 1984, 55: 263-271. 

2．Kusunose R. Sawazaki H. Jpn．J. Zoo 

Tech. Sci. 1984, 55: 272-278. 

3．Tylor EL. Anim．Behav. Mongr. 1972, 5: 

85-196. 

4．Crowell-Davis SL.  Vet Clin North Am 

Equine Pract. 1986, 2: 573-90. 

5. Waring GH. Horse Behavior. Noyes Pub. 

1983, p46-58, 76-88. 

6．Tylor EL.. Dissertation, University of 

Cambridge，Cambridge.188. 

7．Boy V, Duncan P. Behaviour 1979, 71:

187-202. 

8．辻井弘忠 信州大学農学部紀要 1986, 

23: 71－77.  

（原稿受付 2007.2.13） 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


